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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
ベンゾジアゼピン受容体作動薬 バルビツール酸系睡眠薬 抗うつ薬 定型抗精神病薬 非定型抗精神病薬

向精神薬及びベンゾジアゼピン受容体作動薬等の数量の推移（調剤分）
（各年度４～９月）

向精神薬及びベンゾジアゼピン受容体作動薬等の数量の推移（調剤分）
（各年度４～９月）

○ 向精神薬の数量は、近年横ばいにある。
○ ベンゾジアゼピン受容体作動薬の数量は減少傾向にある。

注1）2018年度のデータを参照するため、各年度４～９月の値の合計としている。
注2） 「数量」とは、薬価基準告示上の規格単位ごとに数えた数量をいう。 出典：調剤医療費の動向（調剤メディアス）（保険局調査課特別集計）

(億単位)
向精神薬

ベンゾジアゼピン受容体作動薬
(億単位)

40


